
マルチエージェント実験経済学   
情災「人工社会．l．人工知能竿会誌．Vo卜t5．卜jo6．200て．  
凝築「マルチエージェント実額鎮済苧ノ．オペレーションスリサーチ学会誌．VoI  

46．ト】010．t200t  
・情炎rエ⊃ノブイジイツクス．l．シミュレーンヨン．Vo12】．トlo 2．2CG2  
・指裟「マルチエージェント続演シミュレーション」．システム／制御／†芦字法学会払．  

Vo146．No．9．2002  
など   

従来の経済学におけるエージェントのイメージ  
完全合嘩性  
－－1封性  

非婚応性   
トップタウン指向のモデル化   

エージェントベースアプローチにおけるエ・－ジユントのイメージ  

限定合q！性  

多様桟  
適応性  
ボトムアップ指拝・lのモデル化  

人工市場モデルのための  

×－Economy Systemとその応用  

川村秀憲，車谷浩一‡，大内東†   

†北海道大学大学院工学研究科   

‡産業技術総合研究所   

サイバーアシスト研究センター  

エージェントベースシミュレーションの問  

題点  

経済学的知識と高度なエージェント技術  
工学・経済学のコラボレーション  

てァ  

モデルの記述・表現   

3つの問題点・モデルの構築・評価  

・モデルの共有・蓄積  

〔k】ossS．20C〇1rEdrnon〔jsB．20〇n】lTak；旺hm∂ト（．．200り  

システムの特徴   

開発が（グループウエアでも）容易に行えること．  
→オブジェクト指向言語（JAVA）  

・ほしい環境・機能を容易にカスタマイズできるここ．  

・様々な突抜環境で実根できること．   

・スタンドアローンやし∂11．lrlter11eし等  

－・TCP／1P通信＋XMLに基づくリーーバ・クライアントシステム  

・ユーザの目的・スキルに応じて．プログラムの追加・改良が行えること．  

－・クラスに基づく般能のモジュール化  

・ユーザが開発したツールを取り込んで．提供できること．  

－オープンソ欄ス・マニュアルの整備・管理槻閲の設置  

ぢ〉  

すなわち．マルチエージェント実験経済の  

L雨uxと呼べるようなシステムの開発   
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2001年度の活動（1）  

Hld鮒ひrlK∂Wanしra．A～L】maOhuc机∂ndKo七hiKu・UmaこaniDeve■opment ot X－EcuIIUrny System  

iorlnい）dlJCい州（ユ†ArいざIC伯IM∂rkei．Proceed－ngSOfJS／1120〕llrlle川allVOr～ShoDOn AE酬ぃ  

basedAppro8CheslnEconomlC抑dSG川ICcmple人G（AEミ；CG2001）．M∂【S〕e．山口an．pp51－58  

（20〔】り6）   

・jll村発乱大内壇．薫谷浩一 X－Econ耶1y∬マルチエージェント綬′和こおけもシミュレーションプ  

ラットホーム．前川回マルチエージェントと協調㍍周ワークショップ（MACC●200】）論文肛．poI22一  

ほ7（2001ハl）   

・川村勇者．大拝仁東．蓮谷浩一：マルチエージェント経済学のためのシミュレーションフラットホー上．の  

隠乳セルオ00トマトンシンポジウム鯛滞納文瑞．畔40一両（200け】l）．   

川l相乗耕．大内職，虔；ヰ．針－：人工市場シミュレーションのためのX－Econornyシステムの曙乱  

読4D回言†測白軋制御学会芋粥講演会（CD－ROM）．105D－・l（200＝   

川け寸発議．山本雅人．大内頂．上戸l写譜－‘人工市場講究の為のX－〔coロリmyシステムの開発と買  
笈．オペレーションズ・リサーチ竿粂2（〕Ol丘毘尊挙妖究兄兼会．pi）250－25】（2001／5）  

2002年度の活動（1）   

HidenorlK∂W叩Ur∂．Daisり八eKane11厄．KoIChiKurumaて卸【andAごUrnaOllUCllこ・Exogenous  
ln†口rmal10∩抑dEnr】DgenOJ！，抽rkむ18ピhavi〇l・爪ミhAHif；c・alLearnlnETrこIde†S．Papers！仰∩汗把  

JIA／llWolksll〇P．hlu恒・・AgeniMorle柚且3ndS［mu畑山noIEcqnomlC GYSlel略7ピじ11nlC∂lRep・）ri  
WS－02－10．AAA＝）ress（lSBNト57735－163－0）．pp40－ヰ5（2002）   

・To爪Ohis∂Yalnaエn】ta．、／］lChlSa5dhl．Ⅲden【侶ト（a・．・ノ8r11い「．つ．KoIChlKu川m⊇tan；；1nd A川m‘】Ohuchl  

E†nelgenCeO＝（eyCしrrenCybソ；nlerac抽nan10ng11こe川ai10na‡8ndDolne引icM8rkels．Papel～  
血m加入AA川orkshop．l、′t州－Ag帥てMode！うng∂nJS】mu】JtlOnOf Econom】・；Sys【emS．7echnlC∂l  
ReporこWS－02－tO．八八A妻戸！eSS（】S≡細卜57735－163－0】．np16－2t（2002）   

・KoIChlKしJrlJmatan用n（iAヱし冊aOhしChい畑山d巨細e匝ague Aco「和Utatinn3】s【mしl∂【ion††8mev立けゝ  

fcreconomlCSyエIems’’Ager卜32Sed加P一口ユ・如いn〔conりm】Can－】SoclalC川叩IeメSysほn－S－・n  
FrDnl】℡rSlnArtj庇Ial裾釧Iぢe〔Ce訓dAppE】Caい【川し．Vロー72．A Nam∂【amee【a】（E（lゝヱ．1nSPre3S  

（lS5Nト58603－225－9）．Ohms】1a（lSE川上卜27▲トリ0ヰ90－3－C300G）．じP179－t∂7（20021   

・ALioSashlma∂ndKorcrllKりrUm記；nrlJTjAEP．A s【an抑dcomrnu川C8こi〇nPrDtOCOHurar（Jl：・ニIaZ  
econo†nY－－Jn】nS伽CeO一人－SS己nHJC帥情せ】rlar－dS一日etal（E【】s）Ch鮒ed■【口r〇．Pruce糾■堅持  

糾Six【hJ81nlConferenceon裾orma【lDnSclenCeS．ロユgeS1085－1C88As〇OC18抽niロr蓼nはige川  
んねC柚ery．2002．  

2001年度の活動（2）  

・兼平大輔．川け完乱大内温水谷浩一X一［c即Ulれyンステム封†】い／こ人工昏式市喝に13ける  
ニュースの†盲‖9植毛きに関する研究．2∝廿町膵日本オペレーションズ▼リサーナ芋虫ホ学研究免京会．  

文京，PP252－253（2001）   

・佐々木姐－．川村葦プ凱大内札束谷浩一’X・Eco【Omyシステムを削いJニ人工帽貯了1川；に．b  
ける基地通債の発生に関する研兄200一年昔日悪オペレーン≡ノズリリーーナ芋虫憑こ≠前記光栄央．  

冤軋DPZ54－255（20〕1）   

・東平大開．川†寸斉叢．大内頸．恥谷浩一．人工丘式司盲矧こおけろニュース欄蛸の影牒皇牲値に関  

する研究．箱ヰ0【司言†朔日勅制御学会芋儒瀦闇全軍青島基．CD RO帆も盲Jlて105D－5（2〇0＝   

・佐々木鑓－．川村秀乱大内†乾．薫宣言浩一一人二市場における因腔灘引とぷ地溝皆の告発に閃  
すも研究．祁40回玉†珊自机制御軍余等価闇闇揺膏滞欄．CD ROM．も古柑．105D 6（2CO11   

・兼平プこ阜ふ川村秀嵐大内乱」きこ裕治－：金紬頂点の兢構竿；ヨエージェント£盲への絹拍耽示の方  

法と市塙のマクロ絹退の酎ヒに閲する研究，セルオートマトン・シンポジウム㌦描指針て焦．舐ホ．仰．  
5ト55（200り   

・山本騒人川村斉篇．大内乳耶憲治－、ポートフけりれに基づく脛戯決定守一－ジェントぷ首〝）頑入に  

よる市場偶芯の電化に関する考雫．セル汁・ヰマトン・シンポジウム講㍊埼文軋．協′1て．PP17 62  

（200＝  

2002年度の活動（2）   

抽deno－‖くawamura．A三Um∂0トリchl抑dK¢∃Gh川urlima†抑IDevと10ロmen1日きX・F・二0∩（肝y Sys【即1  

for Slmu■at10nO†Vu】lトAgel；Eccnemy．－AgeパーBasedApp・…Ches、nEcun甜11∩3nOゝnci∂】  
Con叩1ex SyslemS■■inFrontlerSlnAr浦cl白＝〔lelllはenC巳Or】dA叩llCa＝口nエ．∨り17ごA 卜1祈柑l抑1e  

eI81ほ由．）10SPJe〇S（lS針Jト586D3－225－9）．Oh川S厄りS；iNJ2フー190490－ユーC3COD）．  
PD188－197（2002）   

・hidenoriK8Wam▲汀乱Ko】ChlKurum81卸i．抑dAこUm∂Ohucn●X一己（；じnOnly AC（llnmUrS・†lJ加IOn  
Pl∂けor爪†or／lr＝i亡ん？川∂／紬‡訓】dAJ抽c7aほ抽n（）爪y，P川Ce山∩郎〃＝狛」川nrCのnjビJ班Ce湘  

州l）rma【血Sc【enCeS．2nd加e川3I泊nalW＝kshoponC（】mPUla【帽nalhtel叱即CenEcon川れtCS  
抑dF・nanCe．NorこhC8一口rna．USA．pp1069－1072（20C2／‘3）   

・OJ－SUkeKJneh厄．H肩enoriK8押8mUr8．Kけ忙Jl‖（u川ma加Jd相ん▼t仰dOゎしCわ′（：or叩ごe大中（り  

；nIo仰al10日SlruCtUreandBeh己V10【Of Art■ficl∂沌brLelw仙Leコ川・ng†IOd巳rAl三eniS．  
Proceむdn已SOfりほ6ミhJoらnてCqnference（）nl〔fけrma抽nSclenCe・，．2JldlnleInalMn∂＝〟（けksh叩  

0nCompJほ；’r・ralln潮毒gercelnEcDnnl雨cs卸dF・n訓Ce（C監「）帥；P／／10寝0（200ブノ3＼   

・Y川ClllS；1Sakl，111denoriKawamura．KoICr＝Ku川rれ．雨n】anJA紬仰nα11」Clll・E［1即g仰C…＝くey  

Cじ‖enCyln両e■na抽nalT－adebyProduG抽n抑dT－atJer Agenlニ．r）－（－Ce融l明エロtlhp6柏Jo叫  
Co11‡即郎CeOntni刷れa抽nScほnces．211d！nte‖1at【肌IIWDrLql】lJl）Ol】C川Tt机iaいrlnalれ叫脚1Ce  

：nEconol¶1CS州dFl【8nCe（C‖‡F）．1073・・1076（2002ハ1  

2002年度の活動（3）   

川村貿礫．華谷茄－．大内餌．X・EcoハOmY・人エほ府・人工市場のためのシミュレーションプサント  
ホームとその応用用矢 ■－ 卍捏郁雄㍑システムの解明へ向けて －．シミュレーンヨン．Vd2t．Ht）．2．  

PP．い13・ほ01200礼   

・寺島明軋元技法－ユピ・午クスき1代の辻会応用JxIJLヘースの吐合システム誼はプロトコル・X・3SJ．  
1nSollwareD椚明・l．P叩【浩一OO－1021長浦評論社．2001．   

・佐々ホ旭－．川†］索篭，正古清一．大西硯 趨と冨取引エージェント乞導入した闊際塔現モデルにおけ  
る軒lふの賛定1まに関する研冥．芯子摘紺姐惜学会抜絹研究和音AI2000・68－8l．静間．vd10l．  
No、5こ16．pp d9・56（200：Jl   

・査平大柿．川村索冨，挿謀議－，大門罪人工市埼における価格半円エージェント㍍の稲村解釈と市  
境のマクロはiaに関する研究．花子描識肌借学会！．電済摘果田各人12∝）ト68一・8t．神岡．vol10t．  
〟p536．pp57・64－2002I   
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主な研究成果  

缶触輌晶の傭接写僧エージェント泄への情紺提示の方法と市場のマクロ構  

造の変化の聞達に閲する研究  

柴平大輔北大）他   

・ポートフォリオに基づぐ艶志決定エージェント君主の埠入による市場信造の変化  

に関する考群  

山本健人りと大）地   

・人工市場における国際取引とヨ基軸通貨の捌先に閲する研究  
佐々木雄一（北大）他   

・国際閏易リーグマルチエージェント紆斉における漂車間翔  
衝谷浩一（産総研）他  

人工市場における市場の制度と  

エージェントの意思決定に関する研究   

35  
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分散  相保】係数（pい   

Pい－）   

坂寄せ市場  17．429   0．947   0．622   2．6糾   

ザラバ市場  33．646   0．926   0．841   1．100  

36  
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椴  rセ■市場  ザラ／く市域  

約定葦  平均的定日数      平均的定日勲   

大口三．三l二文エージェント   0．387   2．G25  0．713  仁880   

その他のエージェント  0．62t   2．68l  0．844  t．105   

l 

〇‾二千＝  

まとめ   

×－巨conol¶yプロジ工クト，×－Econonlyシステムの紹介  
・研究事例：「市場システムの違いが市場の振る舞いに与える影  

響」の紹介  

・各槌統言・l処哩・グラフ表示を含めたツールがの整備  

・他のシミュレーションモデルの開発   
・電力市場シミュレーション  
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